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■■■ 主な内容 ■■■ 
 

 P.２  対話型人工知能との共存について  理事長  夏目智子  

P.３  令和５年度  法人通常総会  

P.４  令和５年度  事業計画  

P.５  第１回  『ふぁみりあネットって、な～に？』  

P.６  環境保全  愛野メモリアルロード花壇  植栽  

   文化振興  春季研修旅行～南信州バスでゆったり健康旅～  

P.７  福祉の増進  ふくろいファミリー・サポート・センター  

子どもの育成  放課後児童クラブ  

P.８  おしらせ・ご案内 (募集) 

P.6 研修旅行で訪れた「かんてんぱぱ

ガーデン」の様子です。緑あざやかな

木々や草花に囲まれ心も和みます。ビオ

トープには、めだかの学校の看板が…。

生徒たちはお遊戯していたかな？ 
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対話型人工知能との共存について 

理事長 夏目智子 

 

 令和５年度も、はや 3ヶ月が過ぎようとしています。会員・役員の皆様には、

日頃より当法人へのご理解とご支援を賜りますこと、厚くお礼申し上げます。 

さる４月２２日には通常総会を開催し、すべての議案を承認いただきました

ので、当法人は事業を着実に進め、これまで以上に社会に寄与する使命を果たし

てまいります。 

 

■ 対話型人工知能 

さて、世の中の変化は加速化されておりますことを 

対話型人工知能の進化から強く感じるところです。その

代表的なものがチャット GPT(Generative Pre-trained 

Transformer  ジェネレーティブ・プリ・トレーニド・ト

ランスフォーマー)で、2022年 11月に一般公開され、利

用者はすでに 1億人以上となっています。 

「チャット GPT」は利用者がオンラインでアクセスし、

質問を文章で入力するだけで、AI が学習したインターネット上の文章データを

基に、まるで人が答えているような文章が回答されてきます。画像や文章を生成

することができる“生成系 AI”は飛躍的進化を遂げ、これまでのプログラムと

比べて圧倒的に利便性や生産性が向上しますので、企業や行政をはじめ各方面

が活用し始めています。他方で AIが扱うデータの信頼性の確保、著作権やプラ

イバシー、差別偏見などの問題もあります。 

“生成系 AI”の進化は、インターネットの誕生にも匹敵する技術革新と言わ

れ、その進化が時代の趨勢であれば、このような技術の進歩に柔軟に対応してい

くことが求められます。では、どうすれば共存できるのでしょうか。 

2001 年にノーベル化学賞を受賞した野依良治氏のインタビュー記事の内容が、

一般の私たちに一番適切なアドバイスをしているように感じますので、その一

部を紹介します。この「チャット GPT」を巡る議論は日々変化しており、今後も

運用についての議論は止まることがないでしょう。注視していきましょう。 

 

＜2022 年 5 月 18 日 中日新聞 野依良治さんが見た「チャット GPT」＞ 

最強の技術 最悪の結果も  AI は道具だ 責任は人にある 

「チャット GPT の活用について倫理面が最後の砦だと指摘し、技術開発組織

や立法府、行政府の責任は当然だが、利用者側の責任も大きい。全ての人が被害

者にも加害者にもなりうる。政府などに任せず、まず自分で考えたい。技術革新

には光と影があり、いかに光を社会の豊かさや人々の幸せのために使い、影を最

小限にするか。人間の真価と人類社会の力量が問われる。」 

https://times.abema.tv/tags/AI
https://gl.wikipedia.org/wiki/ChatGPT
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/


▼

令和５年度 法人通常総会
令和５年4月2２日(土)１１時～通常総会 終了後ランチ交流会

会場：レスペランス 出席者４０名 (正会員３４名 賛助会員６名)

✧ランチ交流会の様子✧

今年度の通常総会を上記の通り開催し、提出議案全５議案は承認決定されました。皆さまの

ご理解ご協力に、心より感謝申し上げます。今年度の事業も計画を進めております。随時ご

案内いたしますので、ご参加くださいますようをお願い申し上げます。

共に歩んできた仲間として寂し

さもありますが、引き続き会員

として携わってくださいますの

で、これまでとは違う視点から

のご意見もお待ちしております。

今後ともよろしくお願いいたし

ます。

✧ 退任理事 ✧

山下孝三さん(副理事長４年)

鏑木眞樹子さん(理事２２年)

榑松煜子さん(理事２２年)

柴﨑静子さん(監事８年)

２０年を超え歩み続けている歴史あ

るすばらしい活動を支えていらっ

しゃる諸先輩の皆さま方との出会い

とつながりを大切にして、いろいろ

勉強させていただきお役に立てるよ

う尽力してまいりたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

理事 安形恵子 監事 鈴木英司

本会が、２０年もの長き年月を

刻まれたのは、ひとえに理事長

をはじめ、皆様のご尽力の賜物

と思います。

微力ながら、今後の会の発展の

ため、少しでもお役に立てられま

すよう務めてまいりたいと存じ

ます。

ひで し

✧ 新役員の紹介 ✧

終了後のランチ交流会では、楽しいお

しゃべりとともに季節のメニューを美味

しくいただきました。

これまで制限の多い日々でしたが、これ

を機に心機一転！公私とも新しい気持ち

で色々チャレンジしていきたいですね。
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 事業 担当理事 内容 実施時期等 

1 福祉の増進 

夏目智子 

◦ファミリーサポート事業(育児部門、介護部門)  

◦一時預かり事業  ◦ひとり親家庭等日常生活支援事業 

◦産前産後ママ安心サポート事業 

通年 

2 生涯学習(徳育) 

村松恵美子 杉浩子 原田康代  

◦６・８と合同…県地女連の男女共同参画委託事業で実施(詳細は８) 

◦人権文化創造講演会を聴講 

計画中 

11/10(金) 

3 まちづくり…県地女連の地域ふれ

あい委託事業で実施 

原田伴子、山下香代子 

 

◦アンサンブル・グレースの訪問演奏 

(１)リトミックや器楽演奏体験を取入れ、園児・児童・高齢者とふれあい

を図ると同時に情操面への効果期待 

(2)７と合同 ブラジル保育園訪問(詳細は７) 

 

年10回 

 

第４木曜 

4 文化振興 

山下香代子、安形恵子 

◦会員視察研修旅行 

春季…南信州  「かんてんぱぱガーデン」「養命酒製造」40名 

秋季…状況を見ながら検討 

 

6/14(水) 

 

5 環境保全 

髙木久美子 兼子千津子 丸山秀美 

◦県地女連の省エネ事業で実施 

１０と合同 温室効果ガス排出抑制普及促進 講座開催 

「親子でゴミ減量作戦」 講話と実技(ダンボールコンポスト作りなど) 

  参加者：山名コミセンのふるさと学級所属の児童と親を対象 

◦愛野メモリアルロード花壇の植栽と、除草(自主活動) 

会員に参加呼びかけ 

 

12/16(土) 

計画中 

 

年２回ずつ 

 

6 災害救援 

村松惠美子 杉浩子 原田康代 

◦２・８と合同…県地女連の男女共同参画委託事業で実施(詳細は８) 

◦地域防災に役立つ内容を収集し、紙面にて会員へ発信 

11/10(金) 

随時 

7 国際親善…県地女連の地域ふれ

あい委託事業で実施 

原田伴子、山下香代子、原田康代 

◦３と合同 ブラジル人の子どもたちが通う保育園(市内)にアンサンブ

ル・グレースが訪問演奏。日本童謡での歌・リズム遊びや、簡単なゲー

ムを一緒に楽しむ。クリスマス会では一年の成長を保護者が参観。 

これから日本で生活していく子どもたちの助けになればとの思い。 

第４木曜 

 

 

8 男女共同参画…県地女連の男女

共同参画委託事業で実施 

村松恵美子 杉浩子 原田康代 

◦２．６と合同 

(１)講座開催 講師：減災と男女共同参画研修推進センター共同代表 

浅野幸子 氏 

(2)講座開催時チラシ配布等の啓発活動 

  

11/10(金) 

計画中 

随時 

9 子どもの育成  

放課後児童クラブ 

◦袋井市内７小学校区及び土曜日クラブを市から受託運営 

学校や地域、保護者、担当課と連携し、子どもの育成を支える。 

通年 

 

10 消費者保護  

髙木久美子 兼子千津子 丸山秀美 

◦５と合同(詳細は５)  

(１)温室効果ガス排出抑制普及促進 講座開催 

(2)啓発活動 

12/16(土) 

計画中 

11 情報・広報 

情報誌Wave発行 全理事 

◦活動の報告や案内、地域の皆さんに役立つ情報収集と提供 

年４回発行 原則：夏6月、秋9月、冬12月、春3月 

 

年４回 

12 他団体交流 

内容に関係する事業の担当者また

は全理事 

◦全国・県の女性団体及び他団体との交流 

◦協働まちづくりセンター「ふらっと」の登録団体として、情報交換やイベ

ントに参加するなどの交流を図る。 

随時 

随時 

 

 

令和５年度 事業計画  

今年度の事業計画が通常総会で承認されましたので、事業内容が決定したもの及び計画中の事業をお知らせいたします。 

引き続きご理解とご協力お願い申し上げます。また、ご意見等も是非お寄せください。 

心豊かで安心して支え合うことのできる地域社会づくりに参画し、市民から信頼されるＮＰＯ法人ふぁみりあネットをめざしましょう。 

 



生涯学習
「徳育推進」

他

子どもの育成
市から受託

「放課後児童クラブ」

アンサンブル

グレース
(袋井市文化協会)

環境保全
「講座開催」

「啓発活動」

他

消費者保護
「講座開催」

「啓発活動」

他

男女

共同参画
「講座開催 」

「啓発活動」

他

災害救援
「防災学習会」

他

情報収集・

公報他団体交

流その他
「機関誌発行」

他

農村漁村の

振興

袋井市

協働まちづくりセンター

「ふらっと」

静岡県・国

まちづくり
「地域ふれあい」

国際親善
「講座開催」

他

第1回 『ふぁみりあネットって、な～に？』

県地女連＝静岡県地域

女性団体連絡協議会

全女連＝全国女性団連絡協議会(旧婦人会)

ふぁみりあネットをもっと知ってもらうため、『ふぁみりあネットって、な～に？』を、今回のWave８５

号を皮切りに、全4回で掲載する予定です。第1回は、はじめの一歩として「NPO法人(=特定

非営利活動法人)って？」と「ふぁみりあネット全13事業」を掲載しました。

文化振興
「会員研修旅行」

福祉の増進
市から受託

「ふくろいファ

ミリー・サポー

ト・センター」

他

NPO法人

ふぁみりあネット

心豊かで

安心して支え合える社会へ

NPO法人(=特定非営利活動法人)って？

「NPO」とは「Non-Profit(非営利)Organization(団体)」の略称で、日本では「任意団体」「NPO法

人」の二種類がある。前者には特に手続きはないが、「NPO法人」となるには、特定非営利活動促進法(平

成10年6月施行)に定める所定の条件や手続きをクリアし「法人格」を取得する。法人となっても株式会社

や合同会社などとは違い、利益を目的としない活動を行うことは前者と変わらないが、個々人ではなく法人

名での契約行為や活動を行うことが可能となり、社会的な信頼度が高くなることで活動の範囲も広がる。

ふぁみりあネットでは、平成１３年に「法人格」を取得し、翌年にふくろいファミリー・サポート・センターを、

翌々年に放課後児童クラブを、どちらも市から受託し、大きな事業として今日に至っている。

ふぁみりあネット

全13事業
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文化振興 春季研修旅行 

環境保全 

昨日の雨で順延になり、当日は早朝の青い空の下、役員・会員の 6名で行いました。い

つもは写真撮影を主にしている私ですが、今日は役割がたくさんありましたので、張り

切って全身をくまなく使い、ちょっぴり腰痛が…。花壇もきれいになり、さわやかな気

持ちで帰路につきました。事務局長 田代 

 

 

 

～南信州 バスでゆったり健康旅～ 

養命酒製造 駒ケ根工場 

6月 14日(水)４０名で、かんてんぱぱガーデンと養命酒製造駒ケ根工場へ行ってきました。バスの中で雨を

眺める時間もありましたが、傘を使うことなく、どちらも新緑の中で学びと保養が出来ました。 

 

参加された皆様のご協力に心からお礼申し上げます。次回も楽しい旅を計画します！ 

 
工場見学ではメンテナンスでラインが
止まっていましたが、通常はビンがたく
さん流れている様子が見られます。 

 
年表の前で、田代事務局長が養命酒

に変身！あら？もうお一方… 

「補う」「温める」「排除する」「巡らせる」１４種類の生薬の相乗効果により滋養強壮の効能を導

き出されているそうで、その昔にどのような研究がなされたのか…。ロマンを感じます。 

研修会場では、赤褐色の天草(未晒し)と、それを何
度も洗って天日干しを繰り返した(晒し)黄色い天
草を比べたり、企業向けの寒天シートを直接手に取
ったりと、通常できない体験をしました。 
美術館では、野村陽子さんが描いた、生命力あふれ
る植物の細密画が印象的でした。 
 

どの建物も窓からも緑が見えました。 

 
ショップには健康を考えた商品がズラリ。 

かんてんぱぱガーデン開発当時(昭和６３年頃)の写真に“「社員に緑の中で働いてもらいたい」という想いが出発点です。”の言葉があ

りました。また、４００年以上前に創製された養命酒も“世の人々の健康長寿に尽くそう”との想いが込められています。発展・存続

の礎には「人の心と体を想う」ことが本質にあるのかなと感じました。また、海・山それぞれの恵みですが、寒天も４００年の伝統を

持つなど、良いものにはやはり共通点があるようです。 



　

福祉の増進

会員交流会

今年度は会員同士の情報

交換ができる企画を考え

ています。詳細を楽しみ

にお待ちください。

託児・高齢者サポーター養成講座

今年度も開催します。

10月開講予定！ご参加お待ちしています。

新たなサポーターさんが誕生し活躍中です。 託児の様子

月見の里学遊館にて

集団託児サポーター研修会を６月９日月見の里学遊館・13日メロープラザにて開催いたしました。

終了後あわせて登録会も行っています。今後も12月に開催を予定していますので、ぜひご連絡を、

お知り合いの方へもお声かけください。

子どもの育成

「手作りの凧を使って子どもたちに昔ながらの遊びで楽しんでほしい。」の思いから・・・

大場節郎さん(久能)が、市内全クラブへ凧をご寄贈くださいました。

浅羽南小クラブでは30枚を分けていただきました。バラエティーに富んだ

絵柄で、みんなで揚げたら空が賑やかくなりそう♪と楽しみにしていまし

たが、凧揚げを予定していた4日前に例年より早い梅雨入り…。

下校時間や天候など、条件が

揃う日まで凧揚げはお預けと

なりました。

放課後児童クラブで

お気軽にお問い合わせください。ふぁみりあネット事務局

袋井市役所子ども未来課、ハローワークの求人票でも確認できます。

夏休みアルバイト急募！

学生さんも大歓迎！

土曜日サポーターも受付中！

せつお
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✒編集後記

今回のWaveでは、先進的なページを作りたいと話し

合い、「NPO法人ふぁみりあネット」を、もっと知っても

らうために『ふぁみりあネットって、な～に？』を企画しま

した。今年度も「NPO法人」だからできる活動ばかり

なので、多くの方に参加していただきたいと思います。

村松惠美子、丸山秀美

〒437-0023 袋井市高尾783-4
NPO法人ふぁみりあネット事務局 (平日9-16時)

<TEL>0538-43-2288
<FAX>0538-31-5211

<ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ> familiar-net@cy.tnc.ne.jp

<ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ> https://familianet.jimdo.com/

https://familianet.ne.jp(新ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ準備中)

これまでとはガラッと変わったデザインになりました。

会員の皆さまには総会の資料に同封してお届けしましたが、いかがでしたか？

法人リーフレットが新しくなりました

植栽は、袋井市の「花と緑のまちづくり事業」として行われているもので、ふぁみりあネットは、

法人事業「環境保全」の一環で、「花壇管理ボランティア」として参加し、二つの花壇を担当

しています。花苗は公園維持係の方が用意してくださいますが、花壇のデザインは自分たちで

考えるので、楽しいです。次回については、１０月中旬に市から通知が届きますので分かり次

第ご連絡いたします。例年は11月上旬、土曜日の午前８時に開始し、短時間で終わります。

ご興味のある方は下記までご連絡いただくか、お知り合いの役員にお伝えください。

愛野メモリアルロード 花壇管理ボランティアを一緒にやりませんか？

戻さなくても、すぐに使うこと

ができる便利でおいしい歯舞

早煮昆布はいかがですか？

税込９００円は最後となります。

次の入荷分からは値段が上が

ります。

歯舞昆布(200ｇ入)のご案内
はぼまい

ご友人や地域の方々へ、ふぁみりあネットの活動を伝えてください。

知識や心を豊かにすることは、自身の成長や暮らしに役立ちます。

そして皆さまから様々なご意見をいただきたいと思っています。

部数必要の際は事務局までお知らせください。

「ウクライナ人道危機救援金」袋井市役所受付口へ寄贈

第1回目 令和4年6月22日(水)合計30,000円

第2回目 令和5年5月15日(月)合計22,666円

これをもちまして、法人としての募金活動を一旦休止しますが、

引き続き、だれもが不安なく明日を迎えられますよう世

界の平和を願い、自分たちが出来ることを考え行動し

たいと思います。これまでの、皆さまの温かいご支援に敬意を

表し、心よりお礼を申し上げます。

５月１５日 市民生活部大庭英男部長と髙木久美子副理事長
(撮影：田代事務局長)

ウクライナ募金について

<メール>

<現ホームページ>
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